
令和元年度 第 ２ 回公共事業評価監視委員会［資料 ５ ］林道殿野坪内線奈良県（森林整備課）１．再評価対象事業一覧表２．事業評価項目一覧表３．説明資料



令和元年度　再評価対象事業一覧表（第２回委員会）種別 補助事業名 河川・道路名等 事業区間 事業採択年度 用地着手年度 工事着手年度 全体事業費(百万円) 総投資額H29年度末(百万円) 事業概要（事業進捗状況等） 対応方針(案)林道 農山漁村地域整備交付金 殿野坪内線 殿野坪内 Ｈ８ - Ｈ８ 3,027 1,719 路線延長：１６，３００ｍ進捗率(事業量)：４２．７％ 継続



事業評価項目一覧表事 業 名 林道開設事業 事業主体 奈良県河川･道路名等 殿野坪内線 事業箇所 五條市大塔町殿野天川村坪内評 価 項 目 及 び 評 価 内 容事業の目的及び必要性□目的間伐などの森林整備の促進、木材生産の促進を図る。災害時の迂回路・避難路の確保を図る。□必要性木材価格の低迷、林業の担い手が減少するなかでは、必要性は増している。災害による通行止めが増しているなかでは、必要性は増している。(資料ｐ．３)事業策定の経緯□当時の状況林業従事者は森林整備の現場へ長時間の徒歩通勤を余儀なくされている。林業機械の導入が行われず、木材の生産コストを低減が進んでいない。災害時の迂回路・避難路の確保が求められている。□着手までの経緯森林整備、木材生産、災害時の迂回路・避難路のために平成８年度より着手。地元市村の強い要望があった。 (資料ｐ．６)事業の効果(費用対効果や施策的な効果など)□計画時の効果森林整備の現場への通勤時間の短縮、林業機械による木材生産コストの低減災害時の迂回路・避難路の確保。□現時点の効果 （費用対効果：全体１．４８、残事業３．７９）林道沿いの森林整備が促進され、林業就労者の労働条件が改善されている。(資料ｐ．９)事業の進捗状況(着手時からの社会経済情勢の変化、事業の問題点、克服度など)□進捗状況平成３０年度末の進捗率は４２．７％（完成6,966m / 計画16,300m）□執行の遅延及び原因紀伊半島大水害を始めとする大雨によって既設路線が被災し、工事期間が十分に確保できなかった。 (資料ｐ．１０)事業進捗の見込み□進捗の対策平成３０年度までに6,966ｍ開設し、今後も早期全線完成を目指す。□進捗の見込み令和１２年度事業完了予定 (資料ｐ．１０)事業の対策令和１２年度の完成を目標に早期の事業完了に努める。 (資料ｐ．１０)その他□関係機関等の意向地元市村より早期完成の要望がある。□関連事業の有無無し (資料ｐ．必要性１０)



林道殿野坪内線

令和元年１１月１２日

奈良県 農林部 森林整備課

令和元年度 第2回 奈良県公共事業評価監視委員会

と ののつぼの う ち

［再評価］
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１．路線の状況（殿野坪内線）
■殿野坪内線は五條市大塔町殿野地区を起点とし、天川村坪内地区に至る計画延長が約16.3ｋｍ
となる幅員３．５～４．０ｍの林道。

■起点側及び終点側の両方から着工しており平成３０年度まで約7.0ｋｍが開設済みであり、残りの
延長は約9.3ｋｍとなっている。

■林業の振興、日常生活の交通利便性向上、災害時の迂回路・避難路としての役割を担う道路。
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◆広域図 ◆位置図

利用区域面積
2,825.24ha

天川村

五條市
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２．事業の概要

3

◆事業の目的 ◆事業概要、進捗状況

路線名
とののつぼうち

林道殿野坪内線

事業区間
奈良県五條市大塔町殿野地区～

奈良県天川村坪内地区

事業延長 16,300m

構造規格 2級林道

設計速度 20km/h

車線数 1車線

道路幅員 3.5m～4.0m

事業費 全体事業費 約30億円

事業の経緯
平成 8年度 事業開始
平成18年度 再評価
平成26年度 再評価

・間伐などの森林整備の促進

○市村の森林整備が促進され、森林の持つ多様な公益的機

能を維持・増進するため

・木材生産の促進

○市村の基幹産業である林業の活性化を図り、木材生産の

増加や、林業従事者の雇用を促進するため

・災害時の迂回路・避難路確保

○災害に強い市村として、避難路、緊急輸送物資のルートを

確保するため

【代表的な横断図】



0

50

100

150

200

250

300

350

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1
以
上

３．事業の必要性に関する視点
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１）森林の現状

■対象区域において、人工林は６５．０％を占めている。
■６０年生（１２齢級）以下の人工林は６１．７％あり、間伐等の保育作業が必要である。
■６１年生（１３齢級）以上の木材生産に適した人工林も６９８ｈａあり、資源の利用が見込まれる。

◆利用区域

◆人工林齢級別面積

◆森林資源の内訳

天川村

五條市

61.7％

面積（ha）

齢級

出典：国土地理院ウェブサイト

国道
凡例

県道

林道支線

殿野坪内線（計画）
殿野坪内線（既設）

人工林60年生以下
人工林61年生以上
天然林

1齢級（1年生～5年生）
2齢級（6年生～10年生）

12齢級（55年生～60年生）

1126.74ha
40%

697.71ha
25%

980.6ha
35%

人工林計

１８２４.４５ha

６５.０％



３．事業の必要性に関する視点
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◆間伐前の写真

２）事業の整備効果【間伐などの森林整備の促進】

■起点及び終点の両端から全体16,300m（うち6,966m開設）、その周辺で間伐を実施。
■林道の整備により、間伐等の森林整備が促進され、森林の持つ公益的機能（土砂流出・土砂崩
壊防止、洪水防止、水質浄化など）が維持・増進される。

◆間伐後の写真

森林整備経費縮減等便益として計上

出典：国土地理院ウェブサイト

◆林道整備により森林整備が促進される範囲
N

整備が促進される範囲

既に整備が行われている範囲
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３．事業の必要性に関する視点
２）事業の整備効果【木材生産の促進】

■基幹的な林道と作業道を使用し木材搬出を行い、運搬コストが低減される。
■架線を使用した集材コストと作業道が開設され林業機械を用いた集材コストとの差は、
約１．４倍となっている（11,000円/m3→7,800円/m3）

■木材生産のコストを低減し、効率的に行うには基幹的な林道が必要。

木材生産等便益として計上

◆林道開設後の木材搬出状況



３．事業の必要性に関する視点

7災害等軽減便益として計上

２）事業の整備効果【災害時の迂回路・避難路確保】

■平成23年度に発生した紀伊半島大水害では、五條市・天川村内で国道・県道といった主要道路に
災害が発生。主要道路の通行止が解除になるまでの間、集落間を連絡する既設林道が唯一のラ
イフラインとして利用。

■本林道も迂回路または避難路として重要な役割を果たすことが期待される。

迂回路

県道篠原宇井線

林道
殿野篠原線林道殿野坪内線

◆迂回路の役割を果たした実績（H23）

路線名 項目 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 合計

一般国道168号 回数 1 6 2 6 4 19

（篠原宇井線～高野天川線） 延べ時間(時間：分) 39:00 237:15 25:50 78:20 48:20 428:45

一般県道高野天川線 回数 2 4 5 12 3 26

（国道309号～国道168号） 延べ時間(時間：分) 43:00 45:55 879:15 3562:35 75:24 4606:09

一般県道篠原宇井線 回数 4 6 3 10 4 27

（五條市大塔町篠原～国道168号） 延べ時間(時間：分) 238:10 103:55 59:10 466:10 55:55 923:20

紀伊半島大水害発生時及び

現在も林道を生活道として利用

県道篠原宇井線が通行止県道篠原宇井線が通行止め

天川村

五條市

◆災害時の通行止め実績

出典：国土地理院ウェブサイト、道路防災情報webマップ（国交省）

紀伊半島大水害発生時及び現在
も林道を生活道として利用

国道

凡例

県道
路線位置

林道支線

事前通行規制区間
※規制条件（通行止）
連続雨量110mmm、時間雨量25mm

◆通行止め地点の写真

（H23.9 篠原宇井線）



３．事業の必要性に関する視点
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便益として計上しない（マニュアルの対象外のため）

２）事業の整備効果【観光・救急搬送の交通利便性向上】

■天川村には観光地が８つ存在するが、アクセス道路がない場所もあり、徒歩でのアクセスが必要。
■林道整備により、自動車でのアクセスが可能となり、所要時間が短縮。
■また、沿線のヘリポートへのアクセス性が向上し、ドクターヘリによる救急搬送の所要時間が短縮。

③洞川温泉

⑧大峰山登山口

②ごろごろ水

大峯奥駈道

天川村

栃尾辻～アクセス道

⑤天の川温泉

④天川弁財天

⑥ふれあいの森
キャンプ場

①洞川龍泉
寺

⑦天の川
青少年旅行村

⑥ふれあいの森
キャンプ場

⑤天の川温泉
④天川弁財天

⑧大峰山登山口

②ごろごろ水

①洞川龍泉寺

③洞川温泉

高野辻ヘリポート

N

出典：国土地理院ウェブサイト

国道

凡例

県道

路線位置
林道支線
利用区域

⑦天の川青少年
旅行村

高野辻ヘリポート

⑨高野辻ヘリポート

隣接する観光施設

ヘリポート



４．事業の効率性に関する視点
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◆事業全体

◆残事業

■算出条件等

基準年 ：令和元年

検討期間 ：52年間（令和52年）

現在価値算出のための

社会的割引率

適用した費用便益分析 ：林野公共事業における事業評

価マニュアル（令和元年5月）

事業費 ：3,027百万円（工事費用）

延長 ：16,300m

維持管理費 ：175円/m

作成主体 ：奈良県

：4％

１）事業の投資効果

（前回再評価時Ｂ／Ｃ＝1.06）

便益（B）

木材生産等便益
森林整備経費
縮減等便益

災害等軽減便益 総便益
費用便益比
（B/C）

858百万円 7,394百万円 513百万円 8,766百万円

1.48

総費用：5,934百万円

便益（B）

木材生産等便益
森林整備経費
縮減等便益

災害等軽減便益 総便益
費用便益比
（B/C）

796百万円 2,954百万円 513百万円 4,263百万円

3.79

総費用：1,125百万円
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５．事業の進捗の見込みの視点

Ｒ元～Ｒ12

天川村

五條市

天川村

五條市

今回計画（変更なし）

事業期間 H8～R12

全体延長 25,551m

全体事業費 3,027,000千円

前回計画

事業期間 H8～R12

全体延長 25,551m

全体事業費 3,027,000千円

天川村

五條市

Ｒ元～Ｒ12

Ｌ＝9,334m

Ｈ27～Ｈ30

Ｌ＝177m

N

出典：国土地理院ウェブサイト

出典：国土地理院ウェブサイト

年度別開設延長

殿野坪内線（計画）

凡例

殿野坪内線（既設）

県道
林道支線
利用区域

■残り開設延長、L=9,334m
■引き続き事業を推進し、令和12年の事業完了を目指す。

林野庁直轄治山事業
（天川村坪内地区）

平成２４年度より事業
開始、令和３年度完了
見込み
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社会情勢

費用便益比

６．前回（H26）再評価との比較

・木材生産量 （奈良県） 172千m2（H26） → 182千m2（H29） 10千m2（6％）増

・木材価格 スギ：13,600円/m2（H26） → 13,200円/m2（R1.8） 400円/m2（3％）減

ヒノキ：18,600円/m2（H26） → 17,400円/m2（R1.8） 1,200円/m2（6％）減

・林業従事者数 （奈良県） 1,018人（H22） → 959人（H27） 59人（6％）減

・人口 （五條市） 32,899人（H27.3） → 30,271人（R1.8） 2,628人（7％）減

（天川村） 1,558人（H27） → 1,404人（R1.4） 154人（10％）減

・B/C 事業全体 1.06（H26） → 1.48（R1）

残事業 ― → 3.79（R1）

事業計画等

・開設延長進捗率 41.7％（H26） → 42.7％（R1） 1.0％増

・事業費 約30.27億円（H26） → 約30.27億円（R1）

・完成年次 令和12年度 → 令和12年度





８．対応方針（案）
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３．事業の進捗の見込みの視点

１．事業の必要性等に関する視点

 引き続き事業を推進し、令和12年の事業完了を目指す。

 集材コストが低減し、木材生産力の向上が図られる。
⇒ 当初事業採択時より、木材価格が低迷するなかでは、必要性は増している。

 森林整備の範囲が拡大し、森林の持つ公益的機能の維持・増進が図られる。
⇒ 当初事業採択時より、担い手が減少するなかでは、必要性は増している。

 災害時の迂回路・避難路が確保される。
⇒ 当初事業採択時より、災害による通行止めが増えるなかでは、必要性は増している。

林道殿野坪内線は、事業の必要性等に関する視点、事業の効率性に関する視点、事業の
進捗の見込みの視点から継続が妥当と判断できる。
引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指すことが適切である。

事 業 継 続

 費用便益比（B/C）は事業全体で１．４８、残事業で３．７９ 。
⇒ 十分効率的な事業であると確認できる。

２．事業の効率性に関する視点


	02殿野坪内線表紙ほか
	01tnTaro-no.1（森林整備課）
	02tnno.2（森林整備課）
	03Taro-no.3（殿野坪内線）

	◯林道殿野坪内線1111（修正)２

